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付録６ 計算式集 
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付録 6 計算式集 

  

改   正   （案） 現     行 
コメント 

付録 ６  計算式 付録 ６  計算式  

基 準 点 測 量 基 準 点 測 量  

2.1 距離計算 2.1 距離計算  

  

2.1.5 鋼巻尺の補正計算 

  Ｄ＝Ｄs＋Ｄs・Δℓ/ℓ＋α（ｔ－ｔ0）Ｄs＋Ｃh＋ＣH 
ただし、 

   Ｄ ：基準面上の距離 
   Ｄs ：観測した距離 
   Δℓ ：尺定数 
   ℓ  ：鋼巻尺の全長 
   Ｄs・Δℓ/ℓ：尺定数の補正（Δℓ/ℓ：単位長当たりの補正量 ） 
   α ：鋼巻尺の膨張係数 
   ｔ ：測定時の温度 
   ｔ0：鋼巻尺検定時の標準温度 
   α（ｔ－ｔ0）Ｄs：温度による尺長の変化の補正量 
  ｈ ：観測点間の高低差 

  Ｃh：傾斜補正 − ｈ

２Ｄｓ
 

ＣH：投影補正（標高Ｈによる補正）－
Ｄ （Ｈ＋Ｎ）

Ｒ
 

ただし、 
 Ｈ：両端点の平均標高 
 Ｎ：両端点の平均ジオイド高 
 Ｒ：平均曲率半径 

 

 

2.1.5 鋼巻尺の補正計算 

  Ｄ＝Ｄs＋Ｄs・Δℓ/ℓ＋α（ｔ－ｔ0）Ｄs＋Ｃh＋ＣH 
ただし、 

   Ｄ ：基準面上の距離 
   Ｄs ：観測した距離 
   Δℓ ：尺定数 
   ℓ  ：鋼巻尺の全長 
   Ｄs・Δℓ/ℓ：尺定数の補正（Δℓ/ℓ：単位長当たりの補正量 ） 
   α ：鋼巻尺の膨張係数 
   ｔ ：測定時の温度 
   ｔ0：鋼巻尺検定時の標準温度 
   α（ｔ－ｔ0）Ｄs：温度による尺長の変化の補正量 
  ｈ ：観測点間の高低差 

  Ｃh：傾斜補正 
ｈ

２Ｄｓ
 

ＣH：投影補正（標高Ｈによる補正）－
Ｄ（Ｈ＋Ｎ）

Ｒ
 

ただし、 
 Ｈ：両端点の平均標高 
 Ｎ：両端点の平均ジオイド高 
 Ｒ：平均曲率半径 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号の修正 

 

ＤをＤsに修正 
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2.6 標高の計算（厳密高低網平均計算） 2.6 標高の計算（厳密高低網平均計算）  

  

 2.6.1 観測した高低角の標石上面への補正計算 

      〈補正計算の説明〉 

      

 

 

 

 

 

 

       (1) 正の高低角に対する補正量 

       

 

 

      (2) 反の高低角に対する補正量 

       

 

 

 

      ただし、 

       Ｓは基準面上の距離〔2.6.2 による〕 

       (3) 補正した観測高低角 

           

 

 

  

 2.6.1 観測した高低角の標石上面への補正計算 

      〈補正計算の説明〉 

      

 

 

 

 

 

 

       (1) 正の高低角に対する補正量 

       

 

 

      (2) 反の高低角に対する補正量 

       

 

 

 

      ただし、 

       Ｓは基準面上の距離〔2.6.2 による〕 

       (3) 補正した観測高低角 

           

 

 

図 2.9 中の「セオ
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